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ネームスペースとジャンクション ポイント

ONTAP NASのネームスペースとジャンクションポイントにつ
いて学ぶ

NAS ネームスペース とは、ジャンクション ポイント で結合されたボリュームの論理的
なグループであり、単一のファイル システム階層を形成します。十分な権限を持つクラ
イアントは、ストレージ内のファイルの場所を指定することなく、ネームスペース内の
ファイルにアクセスできます。ジャンクションされたボリュームは、クラスタ内の任意
の場所に配置できます。

NASクライアントは、対象となるファイルを含むすべてのボリュームをマウントするのではなく、NFSエクス
ポートをマウントするか、SMB共有にアクセスします。エクスポートまたは共有は、名前空間全体、または
名前空間内の中間位置を表します。クライアントは、アクセス ポイントの下にマウントされたボリュームの
みにアクセスします。

必要に応じて、名前空間にボリュームを追加できます。ジャンクションポイントは、親ボリュームジャンクシ

ョンの直下、またはボリューム内のディレクトリに作成できます。「vol3」という名前のボリュームのボリ

ュームジャンクションへのパスは /vol1/vol2/vol3、 /vol1/dir2/vol3、あるいは `/dir1/dir2/vol3`など
です。このパスは_ジャンクションパス_と呼ばれます。

すべてのSVMには、それぞれ一意のネームスペースがあります。SVMルート ボリュームは、ネームスペース
階層のエントリ ポイントです。

ノードの停止やフェイルオーバーが発生した場合でもデータが利用可能であることを保証する
には、SVMルート ボリュームの_負荷共有ミラー_コピーを作成する必要があります。
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例

次の例では、ジャンクション パスを持つ SVM vs1 上に「home4」という名前のボリュームを作成します

/eng/home：

cluster1::> volume create -vserver vs1 -volume home4 -aggregate aggr1

-size 1g -junction-path /eng/home

[Job 1642] Job succeeded: Successful

ONTAP NASネームスペース アーキテクチャについて学ぶ

SVMネームスペースを作成するときに使用できる一般的なNASネームスペース アーキテ
クチャがいくつかあります。ビジネス要件やワークフロー要件に合わせて、ネームスペ
ース アーキテクチャを選択できます。

ネームスペースの最上位は常にルート ボリュームであり、スラッシュ（/）で表されます。ルートの下位のネ
ームスペース アーキテクチャは以下の3つの基本カテゴリに分類されます。
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• ネームスペースのルートへのジャンクション ポイントを1つ備えた単一分岐ツリー

• ネームスペースのルートへのジャンクション ポイントを複数備えた複数分岐ツリー

• ボリュームごとにネームスペースのルートへの個別のジャンクション ポイントを備えた複数のスタンドア
ロン ボリューム

単一分岐ツリーを使用するネームスペース

単一分岐ツリーを使用するアーキテクチャには、SVMネームスペースのルートへの挿入ポイントが1つありま
す。単一の挿入ポイントは、ジャンクションされたボリュームまたはルートの下のディレクトリのどちらかで
す。それ以外のすべてのボリュームは、単一の挿入ポイントの下のジャンクション ポイント（ボリュームま
たはディレクトリ）でマウントされます。

たとえば、上記の名前空間アーキテクチャを使用した一般的なボリューム ジャンクション構成は、次の構成

のようになります。この構成では、すべてのボリュームが単一の挿入ポイント（「data」という名前のディ
レクトリ）の下にジャンクションされます：
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                     Junction                       Junction

Vserver Volume       Active   Junction Path         Path Source

------- ------------ -------- -------------------   -----------

vs1     corp1        true     /data/dir1/corp1      RW_volume

vs1     corp2        true     /data/dir1/corp2      RW_volume

vs1     data1        true     /data/data1           RW_volume

vs1     eng1         true     /data/data1/eng1      RW_volume

vs1     eng2         true     /data/data1/eng2      RW_volume

vs1     sales        true     /data/data1/sales     RW_volume

vs1     vol1         true     /data/vol1            RW_volume

vs1     vol2         true     /data/vol2            RW_volume

vs1     vol3         true     /data/vol3            RW_volume

vs1     vs1_root     -        /                     -

複数分岐ツリーを使用するネームスペース

複数分岐ツリーを使用するアーキテクチャには、SVMネームスペースのルートへの挿入ポイントが複数あり
ます。挿入ポイントは、ルート直下にジャンクションされたボリュームまたはディレクトリのどちらかです。
それ以外のすべてのボリュームは、単一の挿入ポイントの下のジャンクション ポイント（ボリュームまたは
ディレクトリ）でマウントされます。

例えば、上記の名前空間アーキテクチャを持つ典型的なボリューム ジャンクション構成は、SVMのルート ボ

リュームへの挿入ポイントが3つある次の構成のようになります。2つの挿入ポイントは「data」

と「projects」という名前のディレクトリです。1つの挿入ポイントは「audit」という名前のジャンクシ
ョン ボリュームです：
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                     Junction                       Junction

Vserver Volume       Active   Junction Path         Path Source

------- ------------ -------- -------------------   -----------

vs1     audit        true     /audit                RW_volume

vs1     audit_logs1  true     /audit/logs1          RW_volume

vs1     audit_logs2  true     /audit/logs2          RW_volume

vs1     audit_logs3  true     /audit/logs3          RW_volume

vs1     eng          true     /data/eng             RW_volume

vs1     mktg1        true     /data/mktg1           RW_volume

vs1     mktg2        true     /data/mktg2           RW_volume

vs1     project1     true     /projects/project1    RW_volume

vs1     project2     true     /projects/project2    RW_volume

vs1     vs1_root     -        /                     -

複数のスタンドアロン ボリュームを使用するネームスペース

スタンドアロン ボリュームを使用するアーキテクチャでは、すべてのボリュームにSVMネームスペースのル
ートへの挿入ポイントがありますが、各ボリュームが別のボリュームの下でジャンクションされることはあり
ません。各ボリュームは一意のパスを持ち、ルート直下でジャンクションされるか、ルートより下のディレク
トリでジャンクションされます。

たとえば、上記のネームスペース アーキテクチャでの標準的なボリューム ジャンクション構成は、SVMのル
ート ボリュームへの挿入ポイントが5つあり、それぞれの挿入ポイントが1つのボリュームへのパスを表す以
下のような構成になります。
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                     Junction                       Junction

Vserver Volume       Active   Junction Path         Path Source

------- ------------ -------- -------------------   -----------

vs1     eng          true     /eng                  RW_volume

vs1     mktg         true     /vol/mktg             RW_volume

vs1     project1     true     /project1             RW_volume

vs1     project2     true     /project2             RW_volume

vs1     sales        true     /sales                RW_volume

vs1     vs1_root     -        /                     -
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